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管
理
職
の

「権
限
」
と

「
責

任
」
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
背
景

に
は
何
が
あ
る
の
か
。
管
理
職

の

「権
限
」
が
狭
ま

っ
た
背
景

の
１
つ
に
組
織
内
の

「内
部
統

制
の
強
化
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

社
内
の
不
祥
事
や
情
報
漏
洩

を
防
止
す
る
た
め
、
多
く
の
企

業
で
管
理
職
は
部
下
の
情
報
管

理
や
労
務
管
理
に
目
を
行
き
届

か
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

社
内
に
は
様
々
な
ル
ー
ル
が
設

ゝ
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Ｒ
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緊
釈
幽
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皿
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皿
縦
螺

れ
る
。

さ
ら
に
、
経
理
部
か
ら
は
経

費
関
連
の
確
認
メ
ー
ル
が
、
人

事
部
か
ら
は
期
末
の
人
事
考
課

の
依
頼
メ
ー
ル
が
、
シ
ス
テ
ム

部
か
ら
は
新
た
な
情
報
管
理
ツ

ー
ル
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関

す
る
メ
ー
ル
が
次
々
と
送
ら
れ

て
く
る
。
朝
か
ら
晩
ま
で
膨
大

の
メ
ー
ル
に
返
信
し
、
い
く
つ

も
の
社
内
会
議
に
参
加
を
求
め

ら
れ
る
。
重
要
な

「
長
期
の
戦

略
立
案
」
や

「
顧
客
開
拓
」
は

後
回
し
に
さ
れ
る
。

一
方
、
管
理
職
の

「
責
任
」

が
増
大
し
て
い
る
背
景
に
は
２

つ
の
原
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
１

こ
と
も
背
景
に
あ
る
。
部
下
の

メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク

ハ
ラ
に
は
細
心
の
注
意
が

求
め
ら
れ
る
。

「
権
限
が
狭
ま
る

一
方
で
、

責
任
は
増
大
す
る
」
状
態
に
置

か
れ
た
管
理
職
は
、
手
足
を
縛

ら
れ
、
縮
こ
ま

っ
て
い
る
。
そ

れ
を
見
た
若
手
社
員
も
将
来

ヘ

の
希
望
を
失
い
か
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

が
組
織
内
の
閉
塞
状
況
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
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肇
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画
値
を
下
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、
す
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よ

　
事
制
度
の
浸
透
で
管
理
職
自
身

連
部
署

へ
報
告
が
義
務
付
け
ら
　
　
　
　
ン
ト
業
務
が
高
度
化
し
て
い
る

権限に比べ責任が増大している
管理職        、́
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